
令和３年度
学校の教育目標を踏まえた学力向上の重点目標 学力向上検討委員会構成

上勝中学校 学力向上推進員 委員 校長

「学力向上実行プラン」

【各校の取組状況の把握について】
◎次の（１）～（３）をバランスよく取り組み，学力の向上を推進

（１）知識・技能の習得

（２）思考力・判断力・表現力等の育成

（３）主体的に学習に取り組む態度の育成

３月 ４月９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月８月

○ﾉｰﾁｬｲﾑ着席，朝の自習，エクストラ
スタディーズなど，基本的な学習規律を
守って主体的に学習に取り組むことが
できる。
●すべての生徒が，課題を期限内に提
出することはできていない。

・各教科の学習に主体的に取り組むこ
とができる。
・自分の学習の状況をしっかりと振り返
り，自らの課題を解決できるよう計画を
立て，実践することができる。

・「とくしま授業技術の基礎・基本」にあ
るＩＣＴ活用を実践する。
・「何を」「どのように学ぶのか」が生徒
に伝わるよう，「授業のめあて」「学習の
流れ」を提示する。
・振り返りの視点を生徒に示し，時間を
確保する。

　ICT活用は個人差が大き
く，全員の教員が授業で使え
るよう研修等を積極的に行っ
ていく。

３月 ４月 ５月 ６月 ７月

・前年度より確実に教員のICT活用が積極的に
行われるようになった。しかしタブレットの活用に
ついては，教員によって大きな差が見られた。
・ほとんどの授業で「授業のめあて」「学習の流
れ」を提示し，生徒達が主体的に授業にのぞむこ
とができた。
・振り返りをさせることはできたが，記述させる時
間が足りないこともあった。

　ノート，ワークシート，タブレットのそれ
ぞれの特徴が活かされる授業を各教科
で考える。また，各教科において育成を
目指す資質・能力の育成を図れる授業
改善を進めると共に，授業でのタブレッ
ト活用を推し進めていく。

児童生徒の状況（○よさ・●課題） 具体的目標（目指す子供の姿） 具体的方策（教員の取組） 中間期の見直し 達成状況（評価） 次年度における改善事項

　学習規律，板書の仕方，ノート指導
等，学校で統一できるところは統一する
など，より効果的な実践を行う。授業計
画の改善を進め，生徒の思考力・判断
力・表現力のさらなる育成を図る。

児童生徒の状況（○よさ・●課題） 具体的目標（目指す子供の姿） 具体的方策（教員の取組） 中間期の見直し 達成状況（評価） 次年度における改善事項

○授業中に進んで発表し，課題に意欲
的に取り組むことができる。
○生徒数が少ないため，学校生活の中
で一人一人が活躍する場面が多い。
●思考力や長文での記述を必要とする
問題では，他の問題と比べ正答率が下
がる。

・自分の考えを，根拠や理由を明確にし
ながら説明したり，書いたりして伝える
ことができる。
・各授業における課題に対する話合い
活動を通して，解決する方法を考えるこ
とができる。

・毎日テーマを決めて，自分の考えや意
見を生活記録に書かせ（３文以上），コ
メント を書いて返す。
・終学活で１分間スピーチを実施する。
・生徒の発言や発表の内容に応じ，「な
ぜ」，「どうして」などの更なる発問を行
い，生徒の考えを深めさせる。

　生活記録や１分間スピーチ
を継続して実施する。各授業
では個人で考える時間をしっ
かりと確保する。また，生徒
が人前で発表する機会をよ
り多く設定する。

・生活記録や１分間スピーチをすべての学級で設
定できたが，全員の生徒が毎日生活記録を提出
することはできず，スピーチもかなり話せるように
はなったが1分続かないこともあった。
・生徒の発言を待つよう心がけたが，待つことが
できないこともあった。
・「なぜ」，「どうして」の発問に対して「分かりませ
ん」の返答があり，深い学びにつなげることが難
しかった。

次年度における改善事項

○全般的に素直で前向きで，何事にも
真面目に取り組むことができる。

●実力テストなどの出題範囲が広いテ
ストでは，定期テストと比べ正答率が下
がる。

・授業に真面目に取り組み，基礎的・基  
本的な知識・技能を習得することができ 
る。
・知識・技能の定着を図るため，家庭学
習及びテスト前の学習に計画的に取り
組むことができる。

・教科書の重要語句や問題提起部分に
アンダーラインや○で囲ませる。
・単元終了時に課題を明らかにし，すべ
ての生徒が課題を提出できるよう支援
を行う。

　定期テストの結果から，数名
の生徒の基礎的・基本的な知
識・技能の習得ができていない
ことが明らかになった。ケース会
議等を開き，生徒の実態に応じ
た学習形態や支援の方法につ
いて共通理解を図り，それぞれ
の教科における知識等の習得
をより徹底していく。

・すべての教員がアンダーラインを入れさせ
ることができ，その結果生徒が学習を振り返
る時に重要語句を意識できるようになった。
・提出期限を過ぎることもあったが，全教科
で全員の生徒が課題を提出することができ
た。期限内に提出できるよう継続指導が必
要である。

　身に付けた知識等を表現するため
に，「書く」活動の機会を多く取り入れ
る。身に付けた知識等を実際の場面で
活用できるよう，主体的・対話的で深い
学びのさらなる実現を促進する。課題の
提出期限を教員だけでなく，生徒自身
が管理できる手立てを考える。

児童生徒の状況（○よさ・●課題） 具体的目標（目指す子供の姿） 具体的方策（教員の取組） 中間期の見直し 達成状況（評価）

○すべての生徒が「わかる」「できる」と感じることができる授業の実践
○認め合い，話し合い，学び合う授業の実践

教務主任
研修主任

春木　幸恵

校長    　倉橋　誠一　教頭　    𠮷岡　博文
１年担任　 川口　紗季　２年担任 　入口　稔己

３年担任　 濵　　文和
倉橋　誠一

管理職による授業参観や教員からの報告等，様々な機会を捉え，取組状況の把握を行う。

令和３年度 学力向上ロードマップ
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